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知りたい情報がここにある

今
、
伝
え
た
い

　
「
記
憶
」
が
あ
る
。
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緊
急
開
拓
事
業
か
ら
始
ま
っ
た

昭
和
20
年
の
戦
後
開
拓
時
代
。

劣
悪
な
立
地
条
件
の
中
、

寒
地
農
業
確
立
の
た
め
に

海
外
か
ら
の
引
き
揚
げ
者
な
ど
が

入
植
す
る
時
代
だ
っ
た
。

し
か
し
、
冷
害
な
ど
の
試
練
の
中
で

離
農
す
る
者
た
ち
が
続
出
。

そ
れ
で
も
残
さ
れ
た
者
た
ち
は

勇
躍
開
墾
の
く
わ
を
入
れ
、

血
の
に
じ
む
努
力
で

未
来
へ
と
農
を
引
き
継
い
で
い
っ
た
―
。

戦
後
開
拓
か
ら
現
代
の
農
業
事
情
に
つ
い
て

２
カ
月
に
わ
た
っ
て
特
集
し
ま
す
。

清水組
初期の戦後開拓を彩るものに代行開拓制度があった。これは開拓
を迅速に進める一つの方法として考えられたもので、開発営団や
農業会、土建会社などに原野の開墾を請け負わせ、トラクターな
どを使用して効率的に進めようというものだった。雄武町では清
水組が代行機関として雄武出張所を設置。幌内・音稲府・御多込
蘂の各地区においてトラクターを使用し機械開墾を行っていた。

先
駆
者
タ
チ
ノ

記
憶
―
。

特集
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雄
武
町
の
開
拓
の
起
源
で
あ
る
戦
前
。

入
植
者
た
ち
は
寒
冷
な
気
候
と

水
は
け
の
悪
い
酸
性
の
重
粘
土
に

幾
度
と
な
く
挫
折
を
強
い
ら
れ
た
。

こ
こ
に
、
当
時
「
不
毛
」
だ
と
さ
れ
た
大
地
の

「
不
毛
」
と
も
言
え
る
大
開
拓
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

田口　源太郎
雄武町の開拓史上、常に名をは
せてきた伝説化される人物。漁
業の傍ら小商いを営み、アキア
ジの大豊漁で事業者の道を急速
に進んだ。農場経営、牧場経営、
道議会議員として才覚を発揮。

不毛だった
戦前開拓

明治 30 年、｢北海道国有未開地処分法｣
が制定され、国有未開地の私有地化が進め
られていった。未開拓地無償払い下げ制度
の許可を受けた父喜三郎さんは、沢木ヲニ
シへ自力入植。開拓の猶予は五年間。毎年、
土地に検査が入り、最終的に、半分以上の
耕地に成功しなければ、土地は無償払い下
げされなかった。事前に補助や助成がある
訳でなく、不安を抱えながら、自前でくわ
や鎌を用意。日光も通さぬ繁茂を見せる巨
大な赤ダモの密林の中を入植者たちはひた
すらに突き進み、笹原に火をつけ、丸くわ
で筋切りをして、裸麦をまいた。一日が終
える頃、掘立小屋に三郎さんの姿があった。
薄暗いカンテラの光の中に明日への希望を
見いだしながら、一夜を過ごしていた。

【参考　渡辺三郎自伝　吾が生涯の歩み】

渡辺　三郎さん
（1894 ～ 1992）

開
拓
の
幕
開
け

　
こ
の
地
で
本
格
的
に
農
業
開
拓
が
始
ま
る
の
は
、
明

治
30
年
代
半
ば
の
こ
と
だ
っ
た
。
明
治
19
年
、
北
海
道

庁
設
立
と
と
も
に
植
民
地
撰
定
事
業
が
開
始
さ
れ
、
明

治
34
年
に
は
雄
武
の
原
野
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
原
野

の
区
画
測
量
や
貸
し
付
け
が
実
施
さ
れ
、
同
年
に
は
、

川
本
半
次
郎
の
土
地
に
斎
藤
寅
市
が
入
植
。
各
地
に
入

植
者
が
足
を
踏
み
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
開
拓
の
歴
史

が
幕
を
開
け
て
い
っ
た
。

伝
説
の
田
口
農
場

　
そ
の
後
、
雄
武
原
野
の
大
規
模
を
占
有
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
は
、
田
口
源
太
郎
と
苫
米
地
元
次
郎
の
両
名

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
田
口
は
、
明
治
36
年
に
大
規
模
農

場
を
開
業
。
雄
武
原
野
の
五
〇
〇
兆
歩
の
地
積
に
富
山

県
か
ら
団
結
移
住
し
て
来
た
小
作
人
を
配
し
、
明
治
37

年
か
ら
事
業
に
着
手
。
農
業
専
門
技
師
の
最
新
技
術
の

実
践
指
導
に
よ
る
農
場
経
営
手
法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
た
。
開
拓
史
上
、
田
口
源
太
郎
は
伝
説
化
さ
れ
、
そ

の
功
績
は
現
代
に
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

不
毛
だ
っ
た
戦
前
開
拓

　
し
か
し
、
田
口
農
場
の
経
営
は
そ
う
長
く
は
続
か
な

か
っ
た
。
田
口
農
場
は
大
正
６
年
に
、
約
14
年
間
と
い

う
短
命
な
経
営
の
最
期
を
迎
え
た
。
な
ぜ
経
営
の
最
期

を
迎
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。そ
の
答
え
は
、

本
町
の
寒
冷
な
気
候
、
そ
し
て
水
は
け
の
悪
い
重
粘
土

の
土
壌
が
原
因
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
試
験
的
な
営

農
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
が
、
雄
武
町
の
不
毛
な
広
漠

と
も
言
え
る
原
野
は
入
植
者
た
ち
の
定
住
を
拒
み
続
け

た
の
だ
っ
た
―
。

（資料提供：渡辺和基さん）
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開
拓
の
原
動
力

　
時
は
戦
前
、
人
々
は
馬
の
力
で
大
地
を
切
り
開
こ
う
と
し
て
い

た
。
馬
産
奨
励
、
馬
種
改
良
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
先
駆
者
た
ち
の

た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
で
開
拓
が
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
。
農
耕
馬
と
し

て
、
戦
時
中
は
軍
馬
と
し
て
姿
を
変
え
な
が
ら
、
馬
は
黙
々
と
人

の
た
め
に
働
い
た
の
で
あ
っ
た
。
先
駆
者
た
ち
は
農
業
の
基
礎
を

築
き
上
げ
る
た
め
、
馬
と
苦
楽
を
共
に
し
た
。
馬
は
家
族
の
一
員

と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
愛
情
が
注
が
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
開

拓
の
原
動
力
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
い
た
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
、
雄
武
は
馬
産
地
と
し
て
目
覚
し
い
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の

だ
っ
た
。
一
方
、
大
正
14
年
、
北
海
道
庁
が
畜
牛
増
殖
計
画
を
公

表
し
て
い
た
。
当
時
、
こ
の
公
表
を
皮
切
り
に
、
雄
武
で
も
馬
か

ら
牛
へ
の
転
換
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
計
画
を

背
景
と
し
て
、
畜
牛
購
入
資
金
の
貸
し
付
け
が
行
わ
れ(

雄
武
村

農
会)

、
畜
牛
購
入
促
進
が
図
ら
れ
た
。
し
か
し
、
馬
を
愛
し
て

い
た
農
民
た
ち
に
と
っ
て
、馬
か
ら
乳
牛
へ
の
急
速
な
転
換
に
は
、

強
い
抵
抗
が
多
か
っ
た
。
40
頭
の
購
入
枠
の
う
ち
、
実
際
の
購
入

頭
数
は
25
頭
。
当
時
、
村
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
た
一
頭
の
種
雄
牛

だ
け
が
、
後
の
酪
農
の
訪
れ
を
予
期
し
て
い
た
。

「
食
」
と
「
職
」

　
昭
和
28
年
か
ら
5
年
間
、
雄
武
町
を
激
し
い
冷
害
凶
作
が
襲
っ

た
。
天
候
不
順
と
重
粘
土
地
帯
が
災
い
し
、
開
拓
者
た
ち
の
自
給

自
足
的
な
畑
作
生
活
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
こ
の
冷
害
を
機

に
、
見
る
見
る
う
ち
に
人
の
「
食
」
と
「
職
」
は
変
わ
り
ゆ
く
姿

を
見
せ
た
。
現
代
は
「
飽
食
の
時
代
」
と
呼
ば
れ
、
ご
く
当
た
り

前
の
よ
う
に
食
生
活
を
営
む
人
々
が
多
い
な
か
、
当
時
は
私
た
ち

が
到
底
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な
惨
状
だ
っ
た
。
中
心
的
な
主
食

は
、皮
肉
に
も
主
食
「
代
替
」
作
物
。
麦
類
、豆
類
、雑
穀
、ジ
ャ

ガ
イ
モ
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
戦
後
開
拓
の
時
代
に
い

た
っ
て
は
、今
の
よ
う
に
白
い
米
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

食
糧
が
完
全
に
底
を
つ
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
汁
や
み
そ
汁
で
な
く

塩
汁
を
飲
む
人
々
。
必
ず
吐
く
の
に
関
わ
ら
ず
、
赤
カ
ビ
病
に
や

ら
れ
た
小
麦
を
食
べ
る
人
々
。
飢
え
に
泣
く
わ
が
子
を
抱
え
、
に

ん
じ
ん
を
果
物
代
わ
り
に
与
え
た
。
母
乳
が
止
ま
り
、
代
用
に
小

麦
粉
を
し
ゃ
ぶ
ら
せ
る
母
の
姿
も
あ
っ
た
。
死
が
面
前
に
迫
る
中

で
、
そ
の
日
そ
の
日
を
生
き
抜
く
の
が
や
っ
と
の
時
代
だ
っ
た
。

こ
の
冷
害
と
食
糧
危
機
を
背
景
に
、
次
第
に
農
業
者
た
ち
は
「
生

活
の
安
定
」
を
悲
願
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

酪
農
へ
の
転
機

　
戦
後
開
拓
者
の
1
人
、
高
見
秀
雄
氏
（
故
人
）
は
「
開
拓
地
は

先
人
た
ち
が
不
毛
な
地
と
し
て
全
く
開
畑
さ
れ
ず
、
軍
馬
な
ど
の

放
牧
地
と
し
て
使
用
さ
れ
た
程
度
で
、
全
く
未
開
の
地
で
あ
り
、

私
た
ち
が
畑
を
開
こ
ん
、
畑
の
作
付
け
を
行
え
ば
行
う
程
借
金
が

増
え
た
」
と
当
時
を
語
っ
て
い
る
。（
開
拓
農
協
開
拓
収
束
記
念

誌
「
拓
魂
」
か
ら
）

　
な
ぜ
、
借
金
が
増
え
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
開
拓
者
た
ち
は
先

駆
者
の
道
を
歩
ん
だ
の
か
。
な
ぜ
、
あ
え
て
苦
し
い
道
を
選
ん
だ

の
か
。
そ
れ
は
自
ら
の
「
生
活
の
向
上
」
が
理
由
だ
っ
た
。「
出

面
取
り
に
な
っ
た
方
が
よ
っ
ぽ
ど
楽
だ
と
も
思
う
が
、
そ
れ
で
は

二
度
と
百
姓
に
戻
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ど
ん
な
に
苦
し
く
と

も
こ
の
土
地
で
頑
張
り
た
い｣

。
苦
し
み
な
が
ら
も
営
農
意
欲
を

燃
や
し
て
い
る
者
の
声(

雄
武
町
百
年
史
か
ら)

。
ど
ん
底
の
生

活
か
ら
は
い
あ
が
る
た
め
、
先
の
見
え
ぬ
未
来
に
光
を
見
い
だ
し

な
が
ら
、
希
望
を
抱
き
な
が
ら
こ
の
地
を
開
墾
し
て
い
っ
た
。

　
昭
和
23
年
、
寒
冷
地
対
策
と
し
て
日
本
全
国
で
最
初
の
大
事
業

と
い
わ
れ
た
町
営
酪
農
事
業
の
実
施
を
き
っ
か
け
に
、
酪
農
経
営

路
線
へ
と
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
馬
か
ら
牛
へ
と
変

わ
り
ゆ
く
農
業
事
情
を
背
景
に
、
次
第
に
開
拓
者
た
ち
の
馬
に
対

す
る
飼
養
意
欲
も
減
退
し
て
い
っ
た
。
戦
後
の
昭
和
30
年
代
後
半

以
降
に
い
た
っ
て
は
、
著
し
く
馬
の
数
は
減
少
し
て
い
た
。
終
戦

に
伴
う
軍
馬
需
要
の
衰
退
、
そ
し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
や
自
動
耕
転

機
な
ど
の
普
及
も
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
農
業
の
世
界
に
「
機
械

化
」
と
い
う
概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
、
馬
は
昔
日
の
面

影
を
失
っ
て
い
っ
た
。

馬２頭からの開拓

　「今日の命の保証のない生活だった」。戦前、根室で炭
鉱業務に従事した当時を振り返る。終戦後、炭鉱から人
が姿を消し、屯田兵の父と兄、馬 2 頭を引き連れ雄武に。
購入した雄武の 25 町の土地を耕作した。当時、豊丘地
区で「２頭プラウ引き」という概念はなく、すぐに 13
町の土地を起こすと周囲から驚愕を浴びたという。ササ
を刈り、焼いて、麦や豆をまくも夏でも寒い気候に頭を
悩ませた。雨が降ると、土が硬くて水が流れず自分が食
べるための作物が育たない。「食べ物は芋が主食だった」。
苦しい生活環境の中で「雄武の築港も掘ったさ。トロッ
コに砂利を積んでコンベヤーであげてやった。食わな
きゃ駄目な時代だ」と職を選ぶ余裕がなかったことを訴
えた。「内地から来た人は馬の使い方がわからなく苦労
していた。そのうち、牛一頭が各農家に配布されるよう
になった」という。「俺は豊丘では一番牛を飼うのが遅
かった。今と違い乳搾りは全部手作業だ。配合飼料はお
金がかかるので、草が餌の主流で、乳量もいい牛で８升
くらい。馬は毎日の過酷な労働にやせ細ってしまわない
ために、草だけでなくエンバクも食わせた」。
　「馬には世話になった。トラクターや自動車が普及し
てからもずーっと馬を持っていた。絶対に馬を大事にし
てきたんだ」と馬へ懸ける思いを見せる。

大水　德光 さん（豊丘） 馬から牛へ
そして時代は酪農経営へ移行
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戦
後
開
拓
の
幕
開
け

　
昭
和
20
年
、太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
た
。

こ
の
戦
争
は
多
く
の
尊
い
犠
牲
を
伴
い
、

後
に
生
き
残
る
人
々
の
運
命
を
も
変
え
て

い
っ
た
。
戦
後
、
７
０
０
万
人
も
の
軍
隊

が
解
体
さ
れ
、
軍
人
も
含
め
て
外
地
か
ら

６
５
０
万
人
が
引
き
揚
げ
、
４
０
０
万
人

が
失
業
。
米
の
反
収
が
激
減
す
る
中
で
、

日
本
は
極
限
の
食
糧
危
機
の
時
代
を
迎
え

て
い
た
。
緊
急
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
し
た
国
は
、
農
地
改
革
の
一
環
で

「
緊
急
開
拓
事
業
」
を
実
施
。
行
く
場
を

失
っ
た
者
た
ち
を
帰
農
さ
せ
る
こ
と
で
、

失
業
対
策
を
図
り
な
が
ら
食
糧
自
給
化
で

対
応
し
、
食
糧
増
産
を
狙
っ
て
い
っ
た
。

敗
戦
の
混
乱
を
緩
和
す
る
役
目
を
果
た
し

な
が
ら
、
国
の
施
策
を
背
景
に
、
雄
武
町

で
も
戦
後
の
開
拓
が
幕
を
開
け
て
い
っ

た
。本

格
的
開
拓

　
本
町
に
も
戦
災
帰
農
者
な
ど
の
受
け
入

れ
開
拓
者
が
増
加
。
幌
内
北
地
区
に
京
都

か
ら
の
集
団
帰
農
者
が
第
一
陣
と
し
て
入

植
し
、
先
駆
者
た
ち
に
よ
る
本
格
的
な
開

拓
が
始
ま
っ
た
。
昭
和
23
年
、
帰
農
者
の

生
産
指
導
な
ど
を
目
的
に
開
拓
農
業
協
同

組
合
が
発
足
。
不
毛
に
終
わ
っ
た
戦
前
開

拓
の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
戦
後
開
拓
に
新

し
い
農
業
の
風
を
吹
き
込
ん
で
い
っ
た
。

開
拓
農
協
は
投
機
的
な
畑
作
農
業
か
ら
、

広
大
な
土
地
面
積
を
生
か
し
た
酪
農
畜
産

の
安
定
経
営
へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い

た
。
し
か
し
、
凶
作
に
よ
る
飼
料
不
足
、

戦
後
の
開
拓
と

七
人
の
入
植
者
た
ち

乳
牛
業
界
へ
の
不
信
な
ど
、
酪
農
の
発
展

を
阻
止
す
る
要
因
は
い
ま
だ
多
か
っ
た
。

そ
の
中
、
雄
武
に
本
格
的
と
も
言
え
る
酪

農
へ
の
転
機
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
葉
実
験
農
場
の
栄
光

　
昭
和
36
年
、
雄
武
町
の
青
葉
地
区
に
全

国
随
一
の
機
械
化
実
験
農
場
が
創
設
さ
れ

た
。
農
林
省
（
現
在
の
農
林
水
産
省
）
が

掲
げ
て
い
た
既
入
植
者
安
定
営
農
構
想
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
雄
武
町
青
葉
地
区
を
含
む

全
国
5
地
区
が
モ
デ
ル
事
業
に
指
定
さ
れ
、

青
葉
地
区
は
9
年
間
の
営
農
計
画
で
、
酪

農
経
営
方
針
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
劣

悪
な
土
壌
と
気
象
環
境
を
有
し
て
い
た
中
、

い
か
に
酪
農
を
推
進
し
て
い
く
か
が
求
め

ら
れ
た
。
当
時
、
一
戸
で
飼
養
さ
れ
る
牛

の
頭
数
は
多
く
て
5
、
6
頭
。
青
葉
実
験

農
場
の
計
画
で
は 

１
０
０
頭
と
い
う
巨
大

な
数
値
が
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
果

敢
に
も
、
そ
の
実
験
農
場
に
飛
び
込
ん
だ

の
が
20
代
の
若
い
※

7
人
の
入
植
者
た
ち

だ
っ
た
。
当
時
、
7
人
の
代
表
者
だ
っ
た

高
橋
幾
夫
さ
ん
（
青
葉
）
は
「
国
の
指
定

は
重
圧
だ
っ
た
。
こ
の
先
、
ど
う
や
っ
て

い
け
ば
い
い
の
か
不
安
で
、
何
日
も
眠
れ

な
い
日
々
が
続
い
た
」
と
当
時
を
振
り
返

る
。
高
橋
さ
ん
を
含
め
7
人
は
い
ず
れ
も

東
北
の
出
身
者
。
そ
れ
ぞ
れ
十
勝
と
釧
路

の
拓
殖
場
で
酪
農
実
習
を
経
て
、
雄
武
町

に
入
植
し
た
同
志
。
7
人
は
す
ぐ
に
意
気

投
合
し
「
拓
実
会
」
を
結
成
。「
同
じ
拓

殖
実
習
場
で
相
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

身
寄
り
が
い
な
い
俺
た
ち
は
結
束
し
か
な

か
っ
た
」。
昭
和
35
年
、
拓
実
会
の
7
人
は

馬
か
ら
牛
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
中
、
先
駆
者
た
ち
の
多
く
は

い
ま
だ
確
立
さ
れ
な
い
乳
牛
飼
育
方
式
の
先
行
き
を
案
じ
て
い
た
。

そ
の
頃
、
７
人
の
若
い
入
植
者
た
ち
が
青
葉
に
集
結
。

彼
ら
は
20
代
と
い
う
若
さ
と
ず
ば
ぬ
け
た
発
想
力
で
数
々
の
偉
業
を
成
し
遂
げ
て
い
く
。

協
力
し
合
い
、
土
地
や
家
畜
、
資
材
を
「
共

有
」
す
る
と
い
う
従
来
に
な
か
っ
た
画
期

的
な
発
想
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
決
議
。

そ
う
し
て
、
農
林
省
と
7
人
の
構
想
が
重

な
り
合
い
、
昭
和
36
年
、「
開
拓
地
大
規
模

機
械
化
実
験
農
場
」
が
実
現
し
た
。
当
時
、

自
分
の
生
活
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
と
も

い
え
る
小
規
模
な
酪
農
家
が
散
在
す
る
中
、

共
同
経
営
と
い
う
全
く
新
し
い
手
法
が
初

め
て
こ
の
地
に
打
ち
出
さ
れ
た
歴
史
的
瞬

間
だ
っ
た
。
ま
た
、
資
材
だ
け
で
な
く
、

負
債
も
共
同
化
。
作
業
能
率
向
上
の
た
め
、

各
戸
持
ち
回
り
で
子
ど
も
を
預
け
る
と
い

う
託
児
方
式
を
採
用
。「
た
と
え
家
内
が
病

気
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
預
け
て
い
る
間

に
休
養
で
き
る
。
当
時
は
そ
う
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
」。
設
備
に
も
革
命
的
な

処
方
が
施
さ
れ
た
。
3
カ
年
計
画
で
、
道

内
唯
一
の
バ
ン
カ
ー
サ
イ
ロ
を
導
入
。
サ

イ
ロ
と
は
家
畜
の
飼
料
を
収
蔵
す
る
い
わ

ば
倉
庫
。
塔
の
形
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
な

ど
で
密
閉
さ
れ
る
サ
イ
ロ
な
ど
は
よ
く
知

ら
れ
る
が
、こ
こ
で
は
道
内
初
の「
納
屋
式
」

サ
イ
ロ
が
導
入
さ
れ
て
い
た
。
高
橋
さ
ん

は
「
日
本
で
最
初
に
導
入
し
た
。
画
期
的

だ
っ
た
の
は
牛
を
自
由
に
さ
せ
て
、
餌
を

食
べ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
」と
ル
ー

ズ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
方
式
導
入
の
快
挙
を
語
っ

た
。
ま
た
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ
ル
カ
ー
が

導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
の
導
入
も
日

本
初
の
快
挙
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
当

時
の
情
報
が
ま
ま
な
ら
な
い
が
、
農
林
水

産
省
作
成
の
平
成
22
年
度
食
料
・
農
業
・

農
村
白
書
と
、
平
成
17
年
版
「
新
た
な
家

畜
改
良
増
殖
目
標
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
よ
れ

ば
、
昭
和
40
年
代
に
入
り
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
ミ
ル
カ
ー
の
技
術
が
普
及
し
た
と
あ
る
。

昭
和
37
年
10
月
に
発
行
さ
れ
た
「
雄
武
町

の
歴
史
」
に
は
、
既
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
ミ

ル
カ
ー
導
入
当
時
の
写
真
掲
載
が
あ
り
、

こ
の
こ
と
か
ら
も
当
時
の
実
験
農
場
が
ど

れ
だ
け
画
期
的
な
も
の
だ
っ
た
の
か
想
像

が
つ
く
。
農
場
の
経
営
は
5
カ
年
計
画
で

黒
字
化
に
成
功
し
、
当
初
の
目
標
を
達
成
。

昭
和
39
年
に
は
、
北
海
道
知
事
の
町
村
金

五
氏
も
来
町
。
連
日
、
視
察
訪
問
に
訪
れ

る
酪
農
家
や
関
係
者
が
後
を
絶
た
な
か
っ

た
と
い
う
。
7
人
は
ま
さ
に
先
駆
者
と
し

て
酪
農
者
た
ち
の
灯
台
の
光
の
よ
う
な
存

在
と
な
り
、
営
農
路
線
を
先
導
す
る
者
と

し
て
異
彩
を
放
っ
て
い
た
。
計
画
も
終
了

す
る
頃
に
は
牛
の
数
も
約
１
８
０
頭
に
及

び
、
軌
道
に
乗
り
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、

高
橋
さ
ん
は
計
画
終
了
後
、
す
ぐ
に
農
場

解
散
を
決
断
。「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
こ

の
規
模
な
ら
一
人
で
や
る
時
代
が
来
る
と

確
信
し
た
」。
高
橋
さ
ん
は
予
言
の
よ
う

な
も
の
を
感
じ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
ま
さ

に
先
駆
者
だ
け
が
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
、

現
在
の
大
規
模
化
経
営
の
予
感
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
革
命
的
で
偉
大
な
功
績

を
残
し
た
青
葉
実
験
農
場
。
高
度
経
済
成

長
期
で
都
市
部
に
人
口
が
流
れ
る
中
、
国

は
入
植
者
た
ち
に
補
助
金
を
交
付
し
離
農

を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
国

策
で
開
拓
者
増
大
を
図
り
、
離
農
者
を
排

出
し
な
が
ら
戦
後
開
拓
時
代
は
栄
光
の
幕

を
閉
じ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

水田農家育ちだったが、北海道の
より広大な大地を求め、昭和 31
年に入植。1 年間、十勝拓殖場で
酪農研究をし、営農設計プラン
を掲げ来町。「俺の戦いは井戸を
掘ることから始まった」。まず手
始めに水を確保する必要があった
ため、スコップとつるはしを使い
井戸を構築。入植者たちの補助住
宅は建設に約 1 年を要するので、
仮小屋を建築。材料はササと焼け
た木。電気はなくランプの生活を
送った。仮小屋ができるまでは住
む場所がなく、集落の人に頭を下
げて宿泊場所を確保した。「畜産
を頭に描いて雄武にきたらここは
畑作だった。牛は多くて 5、6 頭。
でもそれが当たり前の時代だっ
た」。今のような大規模経営など
当時の人には想像もつかなかった
はずだ。国の指定を受ける重圧の
中、ひたむきに開墾した先駆者。
青葉実験農場を振り返り「言葉に
ならない」と話した。

高
橋　
幾
夫 

さ
ん
（
青
葉
）

青葉実験農場を引き継いだ佐々木
忠男さん。現在も酪農業に携わる。
7 人の内、雄武町に残るのは高橋さ
んと佐々木さんの 2 人。佐々木さ
んの農場内には当時のバンカーサ
イロが歴史的産物となって残存し
ている。この場所は、当時 7 人が

仮小屋で過ごした思い出の場
所でもあった。

※高橋幾夫、小野寺主税、水間洋右、太田豊、高橋一二
　佐々木忠男、鈴木弘（敬称略）

雄
武
に
来
た
日
は
一
生
忘
れ
な
い
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紡
ぎ
出
す
言
葉
た
ち

　
「
チ
ラ
シ
だ
と
か
、
新
聞
の
片
隅
だ
と
か
、
そ
こ
ら
へ
ん

の
紙
く
ず
で
も
い
い
ん
だ
。
ぱ
っ
と
思
い
出
し
た
と
き
に
書

く
。
で
も
い
ざ
書
き
出
す
と
書
け
な
い
も
の
。
農
作
業
が
忙

し
い
か
ら
毎
月
の
締
め
切
り
も
大
変
だ
っ
た
ね
」。
ア
イ
デ

ア
は
突
如
浮
か
ん
で
き
た
。
平
た
ん
な
ら
ぬ
日
々
の
苦
労

や
牛
へ
の
愛
情
が
幸
子
さ
ん
の
頭
の
中
で
31
文
字
に
変
換
さ

れ
、
酪
農
人
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
が
数
々
生
み
出
さ
れ

て
い
っ
た
。「
昔
、
国
の
生
産
調
整
が
あ
っ
て
ね
、
余
っ
た

牛
乳
に
食
紅
を
つ
け
て
捨
て
た
の
。
誰
か
に
悪
用
さ
れ
な
い

た
め
に
。
余
っ
た
牛
乳
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
集

落
の
み
ん
な
で
捨
て
た
。
国
の
政
策
に
、
世
情
に
踊
ら
さ
れ

ら
れ
る
や
る
せ
な
さ
が
あ
り
ま
し
た
。
子
牛
が
生
ま
れ
た
と

き
は
随
分
う
れ
し
か
っ
た
も
の
だ
よ
。
当
時
は
子
牛
が
亡
く

な
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
か
ら
」。

　
『
乳
牛
の
命
哀
し
み
空
ど
こ
に
一
輪
の
花
た
む
け
供
ふ

る
』。
牛
へ
の
せ
め
て
も
の
供
養
の
花
を
心
の
中
に
咲
か

せ
な
が
ら
、
菅
野
さ
ん
は
空
を
眺
め
て
い
た
と
い
う
。
仕

事
が
終
わ
る
と
、
い
つ
も
食
卓
で
日
々
の
思
い
を
歌
に
し

て
き
た
。「
仕
事
以
外
で
楽
し
め
る
こ
と
と
い
え
ば
、
歌

だ
け
。だ
っ
て
ね
、自
分
し
か
相
手
に
な
る
の
が
い
な
か
っ

た
ん
だ
よ
。
た
だ
私
は
自
分
の
思
い
を
ノ
ー
ト
で
も
な
ん

で
も
書
き
た
め
て
い
っ
た
だ
け
な
の
」。

心
を
動
か
す
言
葉
た
ち

　
樹
樹
に
投
稿
を
始
め
約
3
年
が
た
っ
た
こ
ろ
、
自
費
出

版
の
話
が
転
が
り
こ
ん
で
き
た
。
歌
集
を
出
版
す
る
こ
と

な
ど
想
像
も
つ
か
な
か
っ
た
菅
野
さ
ん
だ
っ
た
が
、
師
匠

の
高
田
さ
ん
の
全
面
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
つ
い
に
平

成
18
年
、
歌
集
「
乳
牛
の
里
」
が
世
に
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
出
版
後
、
菅
野
さ
ん
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
と

て
つ
も
な
い
大
反
響
だ
っ
た
。
町
内
の
酪
農
家
か
ら
は
多

数
の
共
感
の
声
が
上
が
り
、
町
外
か
ら
も
購
入
を
希
望
す

る
声
が
殺
到
。
菅
野
さ
ん
は
、
発
行
さ
れ
た
全
４
０
０
部

の
歌
集
の
う
ち
、
約
半
数
を
無
料
で
配
布
。
そ
こ
に
は
、

お
金
で
は
買
え
な
い
菅
野
さ
ん
の
真
心
が
込
め
ら
れ
て
い

た
。
た
く
さ
ん
あ
っ
た
在
庫
は
見
る
見
る
う
ち
に
姿
を
消

し
、
今
手
元
に
在
庫
は
な
い
と
い
う
。
菅
野
さ
ん
は
「
誰

明暗を超えて、生き継いだ当時の人々たち。
そんな当時の人々に心のオアシスは存在していたのだろうか。

殺風景のひととき、せめてもの思いで歌を詠むものがいた。
やがて一冊に紡ぎだした言葉の一つひとつが

人々の心を動かすようになっていった―。

せ
め
て
も
の
、
心
の
和
み
が
歌
で
し
た
。

菅野 幸子 さん
（上雄武）
昭和 8 年生まれ。
戦後開拓時代を歌と
ともに生き抜き、58
年にわたり乳牛の世
話を続けてきた。「乳
牛の里」雄武町に今
も変わらず思いを寄
せている。

菅野祥子歌集
「乳牛の里」

A5 版 150 ページ
寒い朝に搾乳に向か
う時の心境や、子牛
が生まれたときの瞬
間の喜びなどが 370
の短歌にまとめられ
ている。

（町図書館所蔵）

開拓と歌
当時の一冊のノート。
菅野さんの思いが書きつづられている。

か
に
見
て
ほ
し
い
と
い
う
訳
で
書
い
た
の
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

今
年
4
月
、
菅
野
牧
場
か
ら
は
親
牛
が
い
な
く
な
り
、
今

は
生
活
の
中
で
感
じ
た
気
持
ち
を
歌
に
執
筆
中
。「
今
は

め
っ
た
に
出
さ
な
く
な
っ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
投
稿
し
な

い
と
も
言
い
切
れ
な
い
で
す
ね
」
と
少
し
恥
ず
か
し
そ
う

に
、
笑
顔
を
輝
か
せ
た
。

日
本
手
拭
い
と
と
も
に

　
酪
農
を
始
め
た
当
初
か
ら
、
肌
身
離
さ
ず
愛
用
し
て
き

た
品
が
あ
る
。「
日
本
手
拭
い
」。
昔
か
ら
手
拭
い
は
、
日

本
人
の
生
活
の
ご
く
身
近
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
、
時

に
は
女
性
が
身
を
飾
る
た
め
の
装
飾
品
と
し
て
愛
好
さ
れ

て
き
た
。「
ビ
ッ
と
巻
く
と
や
っ
ぱ
り
気
持
ち
が
引
き
締

ま
る
も
ね
。
朝
起
き
て
か
ら
一
番
初
め
に
す
る
こ
と
は
手

拭
い
を
頭
に
巻
く
こ
と
だ
よ
。
気
付
け
ば
自
然
と
そ
こ
に

い
っ
て
し
ま
う
ね
」。
仕
事
中
に
作
業
を
し
や
す
い
よ
う

に
つ
け
て
い
た
も
の
だ
っ
た
が
、
気
付
け
ば
い
つ
で
も
手

放
せ
な
い
唯
一
無
二
の
存
在
に
。
外
出
す
る
と
き
に
は
、

柄
の
入
っ
た
お
気
に
入
り
の
手
拭
い
で
と
っ
て
お
き
の
お

し
ゃ
れ
を
す
る
そ
う
。
開
拓
時
代
を
生
き
抜
い
て
き
た
菅

野
さ
ん
の
象
徴
で
あ
る
「
日
本
手
拭
い
」。
今
も
当
時
の

面
影
を
残
し
な
が
ら
変
わ
ら
ず
優
し
く
菅
野
さ
ん
を
包
み

込
ん
で
い
る
。

酪
農
業
と
の
出
会
い

　
昭
和
31
年
、
菅
野
末
藏
さ
ん
（
故
人
）
に
嫁
い
だ
幸
子

さ
ん
。当
時
、搾
乳
は
手
作
業
で
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。「
慣

れ
る
ま
で
大
変
で
し
た
。
真
っ
す
ぐ
バ
ケ
ツ
に
乳
が
入
っ

て
い
か
な
い
ん
だ
か
ら
」。
吹
雪
の
中
、
馬
ソ
リ
で
現
在

の
市
街
地
区
付
近
を
目
指
す
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

劣
悪
な
環
境
下
で
、
奮
闘
す
る
菅
野
さ
ん
の
姿
が
そ
こ
に

あ
っ
た
。

　
「
冬
な
ん
か
は
造
材
の
た
め
に
山
に
い
っ
た
ね
。
そ
う

い
う
と
こ
ろ
に
ご
飯
炊
き
に
い
っ
て
た
か
ら
。
そ
う
い
う

こ
と
を
や
ら
な
き
ゃ
い
け
な
か
っ
た
ん
だ
よ
。
吹
雪
に

な
っ
て
も
、
川
ま
で
水
を
く
み
に
い
っ
て
お
米
を
研
い
だ

り
し
な
き
ゃ
な
ら
ん
時
代
だ
っ
た
の
よ
」。

短
歌
と
の
出
会
い

　

川
の
流
れ
と
と
も
に
と
き
は
流
れ
、
あ
る
一
人
の
人

物
と
巡
り
合
っ
た
。
豊
丘
小
の
校
長
だ
っ
た
、
愛
州
松
次

郎
氏
。「
短
歌
の
先
生
で
も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
に
目
を

か
け
て
い
た
だ
け
て
、
短
歌
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
表
現
が
難
し
く
、
一
度
、
短
歌
の
世
界
を
離
れ

た
ん
で
す
。
で
も
、
書
き
と
ど
め
て
い
た
一
冊
の
ノ
ー
ト

だ
け
は
捨
て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」。
短
歌
の

世
界
か
ら
身
を
引
い
て
、
空
虚
な
日
々
の
幾
と
せ
を
過
ご

し
て
い
た
。
そ
ん
な
と
き
電
話
の
受
話
器
が
音
を
立
て
た
。

「
今
ま
で
の
長
い
足
跡
を
無
に
し
て
は
も
っ
た
い
な
い
で

す
よ
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
戻
っ
て
一
緒
に
お
勉
強
し
ま

し
ょ
う
」。
短
歌
に
い
そ
し
ん
で
い
た
時
代
、
師
匠
だ
っ
た

高
田
道
子
さ
ん
か
ら
の
突
然
の
連
絡
だ
っ
た
。
短
歌
雑
誌

「
樹
樹(

き
ぎ)

」
へ
の
投
稿
の
薦
め
だ
っ
た
。
懐
か
し
さ

と
う
れ
し
さ
で
気
付
け
ば
声
が
弾
ん
で
い
た
。
も
う
そ
こ

に
、
迷
い
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
、
幸
子
さ
ん
の
言
葉

た
ち
は
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
っ
た
。

気品見する白百合の花　　 乳牛の里引き立てて　牛を守りぬ
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女
手
一
つ
で
育
て
ら
れ
る

　
大
正
2
年
、
秋
田
県
の
水
田
農
家
生
ま
れ
。
幼
く
し

て
父
を
亡
く
し
た
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
、
母
と
と
も
に
こ
こ

雄
武
町
に
渡
道
し
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
9
年
に
は
遠
藤
家
に
嫁
ぎ
、
11
人
の
大
家
族
と

暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に
と
っ
て
、
生
活

の
す
べ
て
が
想
像
を
絶
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

畑
作
農
家

　
今
で
こ
そ
、雄
武
町
は
酪
農
地
帯
に
な
り
ま
し
た
が
、

当
時
は
自
給
自
足
的
な
「
畑
作
」
を
営
む
農
家
は
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
遠
藤
家
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
生

産
し
、
で
ん
ぷ
ん
工
場
を
営
み
ま
し
た
。
人
手
に
よ
る

作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、
秋
の
収
穫
期
に
な
る
と
就
寝
時

間
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
の
合
間
に

家
事
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
休
む
暇
も
な
い
過
酷
な

労
働
状
況
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
大
家
族
に
も
な
か
な

か
な
じ
め
ず
、
頭
を
悩
ま
せ
る
日
々
が
続
い
て
い
き
ま

し
た
。

夫
の
愛
情

　
嫁
と
し
て
の
存
在
で
は
な
く
、
労
働
力
の
提
供
者
と

し
て
夫
の
両
親
か
ら
厳
し
い
指
導
を
受
け
る
毎
日
。
何

度
、
実
家
に
帰
る
こ
と
を
試
み
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
夫

の
愛
情
だ
け
が
心
の
支
え
だ
っ
た
の
で
す
。
漆
黒
の
夜

道
、
二
人
で
野
良
を
帰
る
と
き
、
何
も
言
わ
ず
肩
か
ら

く
わ
を
取
り
か
つ
い
で
く
れ
る
夫
。
そ
ん
な
温
か
み
の

あ
る
夫
の
背
中
に
自
然
と
ひ
か
れ
て
い
く
の
で
し
た
。

農
業
女
子

愛
の
軌
跡

終
戦

　
夫
は
、
終
日
黙
々
と
働
き
ま
し
た
。
で
ん
ぷ
ん
の
経

営
は
安
定
し
軌
道
に
乗
っ
て
い
き
ま
す
。終
戦
に
よ
り
、

姑
の
親
せ
き
が
次
々
と
樺
太
か
ら
引
き
揚
げ
、
家
族
は

膨
大
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。
大
き
な
不
安
を
抱
え
な

が
ら
、
切
り
盛
り
を
す
る
ハ
ル
ヱ
さ
ん
の
姿
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
頃
、
夫
は
経
営
を
支
配
す
る
立
場
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
寒
冷
な
気
候
の
中
で
の
畑
作
営
農
に
見

切
り
を
感
じ
て
い
た
遠
藤
家
は
、
昭
和
21
年
、
酪
農
と

畑
作
の
混
合
営
農
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
で
す
。
ハ
ル

ヱ
さ
ん
に
と
っ
て
、
よ
り
多
忙
な
生
活
が
待
ち
構
え
て

い
ま
し
た
。

は
か
な
い
命

　

農
作
業
の
合
間
を
縫
っ
て
姑
の
看
病
を
す
る
必
要

も
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
が
家
族
を
思
わ
な
い

日
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
ん
な
中
、
昭
和
24
年
頃
に

は
、
混
合
営
農
が
安
定
し
、
収
入
も
安
定
し
た
こ
と
か

ら
夫
が
出
稼
ぎ
に
出
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
で
、
ず
っ
と
夫
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に
と
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
も
、
そ
れ
は
ど
れ
だ
け
か
け
が
え
の
な
い
こ
と

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
で
も
、
そ
ん
な
幸
せ
は
長
く
は

続
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
24
年
2
月
25
日
、
心
臓
ま

ひ
が
原
因
で
46
歳
の
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
縫
い
物
を
す
る
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に
「
お
前
に

は
な
ん
に
も
買
っ
て
や
れ
ん
か
っ
た
」
と
さ
さ
や
い
た

夫
。
姑
と
の
間
に
立
っ
て
静
か
に
見
守
っ
て
く
れ
て
い

た
夫
。
も
う
、
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に
は
届
か
ぬ
世
界
の
人
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
ど
ん
な
不
幸
が
起

き
て
も
、
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
決
し
て
挫
折
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
す
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
に
は
本
家
と
し
て
の
責

任
が
あ
り
ま
し
た
。

息
子
の
進
学

　
昭
和
31
年
、
長
男
の
悦
朗
さ
ん
が
中
学
を
卒
業
し
、

高
校
進
学
を
希
望
し
ま
し
た
が
、
祖
父
が
そ
れ
を
許
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
当
時
の
経
済
事
情
が
理
由

だ
っ
た
の
で
す
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
、
昔
の
自
分
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
勉
強
し
た
か
っ
た
け
ど
で
き
な
か
っ
た

悔
し
い
過
去
を
息
子
に
さ
せ
た
く
な
い
一
心
で
、
反
対

を
押
し
切
っ
て
ま
で
進
学
さ
せ
た
の
で
す
。

描
い
た
夢

　
悦
朗
さ
ん
が
無
事
3
年
で
高
校
を
卒
業
し
、
酪
農
を

継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
、
悦
朗
さ

ん
が
結
婚
し
て
し
っ
か
り
者
の
嫁
が
来
て
く
れ
た
こ
と

に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
安
心
し
て
経
営
を
息
子

へ
と
渡
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
来
る
の
に
さ
ま
ざ
ま
な
軌
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
楽

し
か
っ
た
こ
と
、
悲
し
か
っ
た
こ
と
、
苦
し
か
っ
た
こ

と
。
月
日
が
た
ち
3
人
の
孫
が
生
ま
れ
、
ハ
ル
ヱ
さ
ん

は
安
堵
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
亡
く
な
っ
た
夫
が
生

前
描
い
た
夢
を
長
男
夫
婦
が
目
の
前
で
実
現
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
ハ
ル
ヱ
さ
ん
は
心
の
中
で
夫
に
語
り
か
け
ま

し
た
。「
お
父
さ
ん
の
理
想
が
、
今
よ
う
や
く
実
現
し

つ
つ
あ
る
の
で
す
よ
。
子
供
た
ち
の
中
に
、
お
父
さ
ん

が
生
き
て
い
る
ん
で
す
よ
。お
父
さ
ん
、あ
り
が
と
う
」。

　
母
が
注
い
だ
愛
情
は
、
悦
朗
さ
ん
の
中
で
今
も
生
き

続
け
て
い
る
の
で
す
。

昭和 55 年 3 月号広報「おうむ」に
掲載された農業体験文「サイロに
立つ」。そこには、家族で歩んでき
た苦難の軌跡や母の愛、息子への
思いがつづられていた。
家族愛が巻き起こす「感動」の物語。
※体験文の一部を要約して掲載しています。

　母は、まだ畑作が主流のころから、この地域に酪農が推進されることを願って
いました。農業の行く末を予期し、私を「酪農」高校に進学させたのも母の強い
思い入れがあってのことだと思います。高校卒業後、母は私の帰りを待ち望んで
いたにも関わらず、意外にも「自分の人生だから自分で決めれ」という答えが返っ
てきました。私にとってとても考えさせられる答えでした。私は酪農の道を歩み
始めることを決心しました。あの言葉がなかったら私は酪農という大地に立って
いなかったかもしれません。母はいつも笑顔でほがらかで、それでいて、自分の
意志を貫き通す人でした。そんな母が私の道しるべでした。平成 10 年、おうむ
農協の代表理事組合長に推挙され、初出勤する朝に「悦朗ちょっとこい」と言わ
れ、「己を小さく、人を大きくするんだぞ」と告げられました。今も忘れられな
い母との思い出のエピソードです。

遠藤ハルヱさん

1913 ‐ 2009

母が私の「道しるべ」でした
遠藤　悦朗 さん（共栄）

（写真提供：遠藤悦朗さん）

※
現
代
の
酪
農
事
情
は
引
き
続
き
10
月
号
で
紹
介
し
ま
し
ま
す
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な
ど
、
ヒ
ト
の
存
在
を
早
め
に
ヒ
グ
マ

に
知
ら
せ
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
濃
霧
や
降
雨
時
に
は
注
意
が
必
要
で

す
。

 ・ 

１
日
の
う
ち
で
も
、
早
朝
や
夕
方
に
ヒ

グ
マ
と
遭
遇
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
の

で
、
そ
の
時
間
帯
の
行
動
に
は
細
心
の

注
意
が
必
要
で
す
。

 ・ 

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
予
想
さ
れ
る
山
野
で

の
飲
食
で
、
に
お
い
の
強
い
も
の
は
ヒ

グ
マ
を
引
き
寄
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、控
え
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
飲
食
後
の
残
飯
や
空
き
缶
な
ど

の
ゴ
ミ
を
そ
の
あ
た
り
に
捨
て
た
り
、

埋
め
た
り
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
危
険

な
ク
マ
を
作
ら
な
い
た
め
、
残
飯
、
空

き
缶
な
ど
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
山
野
に
入
る
と
き

の
当
然
の
マ
ナ
―
で
す
。

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
た
ら

 ・ 

あ
わ
て
る
こ
と
は
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。
落
ち
着
い
て
状
況
判
断
を
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
走
っ
て
逃
げ
た
り
す
る

と
追
い
か
け
て
く
る
の
で
危
険
で
す
。

 ・ 

ヒ
グ
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
静
か
に
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、距
離
が
近
い
場
合
は
、

視
線
を
そ
ら
さ
ず
ゆ
っ
く
り
と
後
退
し

て
く
だ
さ
い
。

 ・ 

子
グ
マ
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
母
グ
マ

１
計
画
期
間

　
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
（
５
年
間
）

２
具
体
的
推
進
項
目

　

 

32
項
目
（
う
ち
３
項
目
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
・
24
年
度
で
完
了
）

３
進
捗
状
況

・
実
施
（
◎
）
25
項
目
（
86
・
2
％
）

・
調
査
・
検
討
、
実
施
（
△
◎
）
１
項
目
（
３
・
45
％
）

・
調
査
・
検
討
（
△
）
２
項
目
（
６・９
％
）

・
方
針
決
定
（
○
）
０
項
目
（
０
％
）

・
未
実
施
（
×
）
１
項
目
（
３
・
45
％
）

４
達
成
度

・ 

目
標
を
上
回
る
成
果
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
た（
★
★
★
★
★
）１
項
目（
３・45
％
）

・ 

目
標
ど
お
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
た

（
★
★
★
★
）
16
項
目
（
55
・
17
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
お
お
む
ね
達
成
す
る
こ
と

が
で
き
た（
★
★
★
）６
項
目（
20・69
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
あ
ま
り
達
成
で
き
な

か
っ
た
（
★
★
）
５
項
目
（
17
・
24
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
達
成
で
き
な

か
っ
た
（
★
）
０
項
目
（
０
％
）

・ 

目
標
に
対
し
、全
く
達
成
で
き
な
か
っ
た（
－
）

　
１
項
目
（
３
・
45
％
）

５
推
進
状
況

 ・
計
画
以
上　
　
１
項
目
（
３
・
45
％
）

 ・
計
画
ど
お
り　
21
項
目
（
72
・
41
％
）

 ・
計
画
以
下　
　
７
項
目
（
24
・
14
％
）

６
推
進
項
目
別
進
捗
状
況

1
町
民
と
の
連
携
と
協
働

◉
情
報
共
有
の
推
進

 ・
情
報
提
供
機
能
の
充
実（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・ 

職
員
の
出
前
講
座
推
進
（
◎
）（
★
★
）

◉
町
民
参
画
の
推
進

 ・ 

委
員
公
募
制
度
の
推
進
（
◎
）（
★
★
）

 ・ 

新
規
政
策
事
業
の
公
募
制
度
の
導
入

（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・
町
民
意
向
調
査
の
実
施（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入

　
（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・ 

自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）
制
定
の
調
査・

検
討
（
×
）（
－
）

2
行
政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し

◉
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化

 ・
行
政
評
価
制
度
の
拡
充（
◎
）（
★
★
★
）

 ・
町
独
自
の
規
制
緩
和
の
促
進（
◎
）（
★
★
）

 ・
公
営
企
業
な
ど
の
健
全
化
の
推
進（
◎
）（
★
★
★
）

◉
行
政
と
民
間
の
役
割
分
担

 ・ 

公
の
施
設
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制
度

の
推
進　
※
平
成
24
年
度
で
完
了

 ・
事
務
事
業
の
民
間
移
行
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
）

 ・
第
３
セ
ク
タ
ー
の
見
直
し（
◎
）（
★
★
★
）

◉
行
政
電
子
化
の
推
進

 ・
情
報
化
推
進
計
画
の
策
定（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
の
検
討

 ・
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
検
討

　
※
平
成
23
年
度
で
完
了

3
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政
運
営

◉
中
期
的
視
点
に
立
っ
た
財
政
運
営

 ・ 

予
算
編
成
枠
配
分
方
式
の
推
進
（
◎
）

（
★
★
★
★
）

 ・
町
債
発
行
の
抑
制
と
軽
減
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）

 ・ 

財
政
計
画
の
見
直
し（
◎
）（
★
★
★
★
）

◉
行
政
経
費
の
節
減

 ・
経
常
的
経
費
等
の
節
減
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）

 ・ 

公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の
節
減（
◎
）

（
★
★
★
★
）

 ・ 

情
報
関
連
機
器
運
用
経
費
の
節
減（
◎
）

（
★
★
★
★
）

◉
歳
入
の
確
保

 ・
町
税
等
の
徴
収
率
の
向
上
（
◎
）

　
（
★
★
★
）

 ・
公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
（
△
）

　
（
★
★
）

4
職
員
の
資
質
向
上
と
人
材
育
成

◉
職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

 ・ 

職
員
研
修
の
充
実（
◎
）（
★
★
★
★
★
）

 ・
職
員
提
案
制
度
活
用
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）

 ・ 

職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
向
上
（
◎
）

（
★
★
★
★
）

◉
職
員
の
資
質
向
上
に
資
す
る
人
事
制
度

 ・ 

勧
奨
退
職
制
度
の
効
果
的
な
活
用（
◎
）

（
★
★
★
★
）

 ・
人
事
評
価
制
度
の
推
進
（
△
◎
）

　
（
★
★
★
）

 ・
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進
（
◎
）

　
（
★
★
★
★
）

 ・ 

給
与
水
準
お
よ
び
給
与
制
度
の
適
正
化

（
◎
）（
★
★
★
★
）

 ・ 

勤
務
実
績
に
応
じ
た
昇
給
制
度
等
の
導
入

（
△
）（
★
★
）

第
５
次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱

平
成
25
年
度
進
捗
状
況

町
で
は
、
平
成
22
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
５

次
雄
武
町
行
政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
全
庁

的
な
体
制
で
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
25
年
度
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
問
総
務
課
庶
務
係

が
近
く
に
い
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
り
ま

す
。
母
グ
マ
は
神
経
質
で
す
の
で
、
驚

か
さ
な
い
よ
う
す
み
や
か
に
そ
の
場
か

ら
離
れ
て
く
だ
さ
い
。

 ・ 

ヒ
グ
マ
に
、
ザ
ッ
ク
な
ど
持
ち
物
を
取

ら
れ
た
と
き
は
、あ
き
ら
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

野
生
の
ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
は
い
ろ
い
ろ

な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
で
絶
対
安
全

と
い
う
対
処
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
山

に
出
掛
け
る
際
に
は
細
心
の
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
山
野
に
て
ヒ

グ
マ
に
遭
遇
し
た
り
、
足
跡
な
ど
の
痕

跡
を
見
つ
け
た
場
合
は
情
報
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い
。

問
産
業
振
興
課
林
務
係

ヒ
グ
マ
に
注
意

ヒ
グ
マ
に
遭
遇
し
な
い
た
め
に

 ・ 

ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報
に
つ
い
て
は
、
警
察

や
役
場
に
問
い
合
わ
せ
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
事
前
に
情
報
を
得
た
ヒ
グ
マ
の
出

没
箇
所
や
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
を
知
ら
せ
る

看
板
が
あ
る
場
所
へ
の
立
ち
入
り
は
避
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
イ
ヌ
を
連
れ
て
の
立
ち

入
り
は
、
ヒ
グ
マ
を
異
常
に
興
奮
さ
せ
る

こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。

 ・ 

ヒ
グ
マ
の
出
没
が
予
想
さ
れ
る
山
林
で

の
単
独
行
動
は
、
人
と
ヒ
グ
マ
の
双
方

で
気
付
く
の
が
遅
れ
、
危
険
な
状
況
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
集
団
で
の
行

動
に
心
掛
け
る
ほ
か
、
鈴
の
携
行
、
見

通
し
の
悪
い
場
所
な
ど
で
は
笛
を
吹
く

新
秋
を
迎
え
る
頃
と
な
り
、
野
山
へ
出
掛
け
る
こ
と
が
多

く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
山
菜
採
り
な
ど
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
北
海
道
の

野
山
は
「
ヒ
グ
マ
の
領
分
」
で
も
あ
り
ま
す
。
ヒ
ト
と
ヒ

グ
マ
、
双
方
に
と
っ
て
不
幸
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
ヒ
グ
マ
と
遭
遇
し

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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まちのできごと

↑無料ゲームで交流を深める来場者

交流施設「のびのび雄遊ランド」オープン

娯楽の力で、輝く笑顔
　旧茂手木金物店を利用した交流施設「のびのび雄遊
ランド」( 町商工会事業 ) が華やかにオープン。初日
には、対象となる 60 歳以上の町民が多数訪れ、任天
堂の最新ゲーム機「Wii U」などに夢中になっていま
した。旭町の小野寺つねよさん (77 歳 ) は「高齢者
は家にこもりがちだからこの施設はとてもいいと思い
ます。ゲームも試したら楽しくて、何度も来てしまい
そう」と満面の笑みを見せていました。

8/
4

7/
29

夏季「オムイ塾」

夏だ！プールだ！大はしゃぎ！
　7 月 28 日から 4 日間、小学生を対象とした夏季「オ
ムイ塾」が開催されました。夏休み中の学習支援な
どを目的に雄武小で実施される本事業 ( 町教委共催 )。
午前中は地域ボランティアの支援を受けながら学習に
取り組み、午後からは先生に水泳を教わりました。子
どもたちは水しぶきを浴びながら、歓声を上げて大は
しゃぎ。最高気温が 29 度を超えるなか、太陽にも負
けないまぶしい笑顔を輝かせていました。

↓まぶしい笑顔を見せる子どもたち

↓北照高相手に力投を見せる雄武高の小田投手

サンライズベースボールカーニバル

強豪校相手に善戦
7/
29

　高校野球を通じ技術水準の向上を図る
「サンライズベースボールカーニバル」が
29 日から 3 日間、農村広場で開催。今
年は甲子園常連校の北照高校をはじめと
する全 5 校が参加し、白熱した交流試合
を展開。初日、雄武と北照高校が対戦し、
観客約 70 人が力強いプレーに熱い声援
を送りました。雄武高投手の小田大貴さ
んは「全力を尽くしたけど負けてしまい
悔しい。この経験を糧に頑張っていきた
い」と静かな闘志を燃やしていました。↑手をつないで楽しく交流する園児と小学生

小学生と保育所園児との交流会

心が通う豊かな交流
　日頃から児童センターを利用する雄武小の児童 6
人が若草保育所を訪問。年長の園児たちと仲良く遊び
ながら交流しました。対面式ではお互いに緊張した様
子を見せていましたが、「しっぽ取りゲーム」などで
交流を楽しみ、次第に打ち解け合うように。小学生が
先頭に立ちゲームを進行したり、園児たちが率先して
小学生を遊びに誘ったりしながら、お互いに心を通わ
せていました。

8/
7

8/
9

原爆写真展

忘れてはならない悲惨な記憶
　8 月 9 日から 2 日間、地域交流センターで原爆写真
展が開かれました。戦争の悲惨さを後世に伝えようと町
原爆写真展実行委員会 ( 福原峯雄委員長 ) が主催。広島
と長崎の惨状を訴える写真 30 点が展示され、親子連れ
など多くの来場者が残酷な史実を目の当たりにしまし
た。大規模反核デモが記憶に新しい台湾から来日した李
美枝さんは「二度とこのような惨事が起こらないでほし
い。世界平和を望んでいます」と話していました。

↑やぐらを回る踊り手たち

ふるさと夏祭り盆踊り大会

華やかな舞で夏を彩る
　ふるさと夏祭り盆踊り大会 ( 大通り商店街協同組合
主催 ) がサンパロット広場で開催され、約 300 人が
来場。屋台や太鼓の音色を楽しみました。昨年、15
年ぶりに「大人仮装盆踊り」が復活し、今年は、団体
の部 7 チーム、個人の部 4 人の踊り手が出場。趣向
を凝らせた衣装で観客を楽しませました。団体の部で
は、高橋信一さん率いる「じーじとばーばの宝塚」チー
ムが優勝。華やかな舞で夏のひと時を彩っていました。

8/
15

8/
2

絵本読み聞かせ＆ライブペインティング

子供たちとの思い出描く
　人気絵本作家「よしながこうたく」さんによる講演
会が図書館で開催され、代表作「給食番長」などの読
み聞かせやライブペイントが実演されました。よし
ながさんは、絵の具だけを使う独特な作風で描画パ
フォーマンスを披露。観客を絵本の世界に引き込みな
がら、世界に１つだけの絵を完成させました。「へん
てこな絵だなぁ」と冗談を言うと子どもたちはにっこ
り。思い出の作品は図書館に展示されています。

↓原爆の写真を眺める来場者

↓パフォーマンスに引き込まれる子供たち
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情報ひろば情報ひろば
　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に

な
る
ま
で
の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け

れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
が
40

年
に
満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳

に
な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
み
期
間
や
保
険

料
の
免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年

以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る

ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
た
だ
し
、
昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
に
限
る
）

　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を

持
つ
人
も
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

問
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
６
６
０
７

  問い合わせ　役場 ☎ 84 － 2121　保健福祉課 ☎ 84 － 2023　地域包括支援センター ☎ 84 － 4495　教育委員会 ☎ 84 － 4240

職
種　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師

（
平
常
勤
務　
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
有

資
格
者

採
用
人
数　
２
人

提
出
書
類　
履
歴
書
、
看
護
師
免
許
証

提
出
期
限
・
採
用
年
月
日　
随
時

面
接
日　
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
国
保
病
院
庶
務
係

べ
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
給
す
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追
納
）
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
、
３
年
度
目
以
降
の
追

納
の
場
合
は
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

注
意
事
項

 ・ 

一
部
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、
残
り
の

納
付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
追
納
は
で
き
ま
せ
ん
。

 ・ 「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
が
「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期

間
」
よ
り
古
い
（
先
に
経
過
し
た
）
月

分
で
あ
る
場
合
は
、「
若
年
者
納
付
猶

予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」
が
優
先
し

ま
す
。

 ・ 「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
が
「
若

年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
」

よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で
あ
る
場
合

は
、
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
納
め
る
か
本

人
が
選
択
で
き
ま
す
。

 ・ 「
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例

期
間
」
の
中
で
は
、
先
に
経
過
し
た
月

分
か
ら
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 ・ 「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」
の
中

で
は
、
先
に
経
過
し
た
月
分
か
ら
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

追
納
の
申
し
込
み　
北
見
年
金
事
務
所

問
住
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

問
北
見
年
金
事
務
所

☎
０
１
５
７
‐
３
３
‐
６
６
０
７

　
現
在
、
雄
武
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者

の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
9
月
30
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
10
月
1
日
か

ら
引
き
続
き
使
用
で
き
る
よ
う
に
被
保
険

者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人
で
、

現
在
、
ほ
か
の
医
療
保
険
加
入
者
や
世
帯・

被
保
険
者
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
す

み
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

更
新
期
間　
９
月
16
日
㈫
～
30
日
㈫

更
新
場
所　
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

　
本
年
10
月
１
日
現
在
で
の
雄
武
町
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
地
域
ご
と
に
男
女
、
年

齢
、
産
業
別
の
人
口
の
構
成
な
ど
を
明
ら

か
に
し
て
、
町
の
行
政
に
直
接
役
立
つ
資

料
を
得
る
た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　
道
路
の
整
備
や
い
ろ
い
ろ
な
福
祉
行
政

の
実
施
に
あ
た
っ
て
も
、
そ
の
地
域
の
状

況
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
適
切
な
措
置
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
に
密
着

し
た
行
政
を
推
進
す
る
た
め
の
資
料
と
す

る
も
の
で
、
課
税
の
資
料
に
す
る
な
ど
個

人
の
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
は
絶
対
あ
り

ま
せ
ん
。

　
担
当
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
世
帯
を
訪
れ

た
と
き
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
総
務
課
情
報
統
計
係

年
　
金

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

国
保
病
院
臨
時
職
員
（
パ
ー
ト
）

雄
武
町
基
本
調
査
に
ご
協
力
を

必
要
書
類　

 ・
現
在
使
用
中
の
被
保
険
者
証

 ・ 

修
学
に
よ
り
転
出
し
た
学
生
の
被
保
険

者
証
を
更
新
す
る
場
合
は
、
印
鑑
と
在

学
証
明
書
（
本
年
度
入
学
で
、
提
出
済

の
人
は
不
要
）。

問
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

  　Information

札幌雄武会総会
「ふれあいの夕べ」のご案内
～無料送迎バスを運行予定～

▼
日
の
出
団
地

　
（
昭
和
57
年
建
設
）

１戸・3ＬＤＫ

住
　
宅

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

政　令　月　収
家　　賃

日の出団地
ア 0 円 ～ 104,000 円 16,600 円

イ 104,001 円 ～ 123,000 円 19,200 円

ウ 123,001 円 ～ 139,000 円 22,000 円

エ 139,001 円 ～ 158,000 円 24,800 円

オ 158,001 円 ～ 186,000 円 28,300 円

カ 186,001 円 ～ 214,000 円 32,700 円

別表（オ、カは就学前の子どもがいる　
　　　世帯、高齢者・障害者世帯に限る）

査
を
行
っ
た
後
、
９
月
下
旬
に
決
定
内
容

を
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

　
次
に
該
当
す
る
人
は
事
前
に
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
。

① 

本
年
1
月
1
日
現
在
、
雄
武
町
に
住
民

登
録
し
て
い
な
い
人
は
、
同
日
に
住
民

登
録
し
て
い
た
市
町
村
の
所
得
証
明
書

な
ど
（
平
成
25
年
分
の
所
得
額
お
よ
び

住
民
税
の
課
税
ま
た
は
非
課
税
区
分
が

分
か
る
も
の
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

② 

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の

交
付
対
象
者
で
、
進
学
な
ど
に
よ
り
高

校
卒
業
後
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
扶
養

し
て
い
る
場
合
は
、
在
学
証
明
書
な
ど

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
前
書
類
提
出
期
限　
9
月
19
日
㈮

問
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

申
し
込
み　
役
場
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

に
収
入
が
あ
る
人
の
前
年
分
の
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写
し
、
住
民
記

載
事
項
証
明
書
、
納
税
証
明
書
（
町
外
者

の
み
）
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
９
月
12
日
㈮

選
考
方
法　
申
し
込
み
多
数
の
時
は
、
住

宅
困
窮
度
の
高
い
人
か
ら
決
定
し
ま
す
。

※ 

町
税
な
ど
に
滞
納
が
あ
る
と
入
居
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

政
令
月
収
～
給
与
所
得
者
は
１
年
間
の

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
に
、
自
営
業

者
は
１
年
間
の
事
業
所
得
か
ら
必
要

経
費
を
控
除
し
た
金
額
に
、
扶
養
控
除

な
ど
を
行
い
12
で
除
し
た
も
の
で
す
。

※ 

住
宅
使
用
料
の
支
払
い
は
、
納
付
書
で

の
納
付
と
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

※ 

町
営
住
宅
の
情
報
は
、
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
。

問
税
財
管
理
課
管
財
係

　雄武町にゆかりのある札幌市と、その近郊
に居住する方々との交流や親睦を深める場
として、札幌雄武会総会「ふれあいの夕べ」
が開催されます。
　雄武 - 札幌間の無料送迎バスを町で運行す
る予定ですので、この機会にぜひ出席しませ
んか。なお、宿泊先は申込者にて対応願いま
す。

【日時】10 月 25 日㈯ 18 時 30 分から
【場所】　KKR 札幌　5 階　丹頂
　　　　札幌市中央区北 4 条西 5 丁目

【会費】１人　6,500 円
【申込期限】　９月 26 日（金）
問　財務企画課企画調整係

統
　
計

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
が

あ
る
場
合
、
保
険
料
の
全
額
納
付
者
に
比

社
会
福
祉

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

各
種
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

　
町
で
は
、
乳
幼
児
等
医
療
費
受
給
者
証・

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
・
ひ

と
り
親
家
庭
等
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

手
続
き
を
、
毎
年
9
月
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
申
請
書
を
提
出
し
た
こ
と

が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
申
請
書
の
提
出
は

不
要
で
す
。
世
帯
の
課
税
状
況
な
ど
の
審

募
　
集

子
育
て

　
雄
武
町
で
は
、
す
べ
て
の
子
ど
も
の
個

性
を
生
か
し
た
成
長
を
支
え
る
こ
と
を
目

的
に
、
保
育
所
・
学
校
な
ど
の
集
団
生
活

や
家
庭
生
活
に
お
け
る
社
会
性
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
気
が
か
り
に
つ
い

て
専
門
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
９
月
29
日
㈪
～
10
月
１
日
㈬

会
場　
役
場
庁
舎
別
館
小
会
議
室
ま
た
は

自
宅
へ
の
訪
問
相
談

相
談
機
関　
発
達
障
が
い
者
支
援
道
東
地

域
セ
ン
タ
ー
き
ら
星
（
帯
広
市
）

申
込
期
限　
９
月
22
日
㈪

問
保
健
福
祉
課
保
健
係

子
育
て
・
発
達
相
談

↑昨年の様子
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そ
れ
以
上
を
希
望
す
る
場
合
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
下
水
道
係

よ
り
多
く
の
自
殺
は
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
の
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
か

け
が
え
の
な
い
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

『
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
～
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
～
』（
自
殺
総
合
対
策
大
綱
）

◉
気
付
き

　

 

周
り
の
人
の
悩
み
に
気
づ
き
、
耳
を
傾

け
る

 ・ 

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
敏
感
に
な
り
ま

し
ょ
う
。
じ
っ
く
り
と
話
を
聞
く
場
を

持
ち
、
相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
共
感

し
ま
し
ょ
う
。

◉
つ
な
ぎ

　
早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

 ・ 

こ
こ
ろ
の
病
気
の
兆
候
が
あ
れ
ば
、
本

人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持
ち
を

理
解
し
て
く
れ
る
家
族
、
友
人
、
上
司

と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
連
携
し
、

専
門
家
へ
の
相
談
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

◉
見
守
り

　
 

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り

と
見
守
る

 ・ 
自
然
に
応
対
す
る
と
と
も
に
、
身
体
や

こ
こ
ろ
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
配
慮

し
、
優
し
く
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

 ・ 

必
要
に
応
じ
、
家
族
と
連
携
を
と
り
、

主
治
医
に
情
報
を
提
供
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

紋
別
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
を

守
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
現
在
日
本
で
は
、
毎
年
約
２
万
人
が
新

た
に
結
核
を
発
症
し
、
欧
米
に
比
べ
、
罹

患
率
の
高
い
重
大
な
感
染
症
で
す
。
ま
た
、

全
新
登
録
者
の
半
数
以
上
を
70
歳
以
上
で

占
め
て
お
り
、
紋
別
保
健
所
管
内
に
お
い

て
も
平
成
25
年
の
新
登
録
患
者
の
う
ち
約

８
割
が
70
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
結
核
は
、
結
核
菌
に
よ
っ
て
主
に
肺
に

炎
症
を
起
こ
す
感
染
症
で
す
。
症
状
は
、

せ
き
、
た
ん
、
発
熱
、
倦
怠
感
な
ど
の
風

邪
と
似
て
い
ま
す
。「
結
核
か
な
」
と
思
っ

た
ら
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
せ
き
が
あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
つ
け
、

周
り
の
人
に
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
定
期
的
に
健
診
（
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
）
を
受
け
る
こ
と
も
、
早

期
に
結
核
を
発
見
す
る
の
に
有
効
で
す
。

こ
ん
な
と
き
は
病
院
へ

 ・
せ
き
が
２
週
間
以
上
続
く

 ・
た
ん
が
で
る

 ・
急
に
体
重
が
減
る

 ・
か
ら
だ
が
だ
る
い

発
見
さ
れ
に
く
い
高
齢
者
の
結
核

　
65
歳
以
上
の
人
は
、
年
に
１
回
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

健
診
な
ど
で
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
精

密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
自
覚

日
時　
９
月
28
日
㈰　
９
時
～
15
時

場
所　
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
曙
）

そ
の
他

　
当
日
は
、
施
設
の
一
般
開
放
と
同
時
に
、

汚
泥
発
酵
肥
料
「
お
う
む
１
号
」
を
無
料

配
布
し
ま
す
。

　
一
人
に
つ
き
最
大
で
土
の
う
袋
５
袋
程

度
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
数
量
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
品
切
れ
の
歳
は
ご
容

赦
願
い
ま
す
。
ま
た
、
土
の
う
袋
に
つ
い

て
は
、
一
人
に
つ
き
一
枚
用
意
し
ま
す
が
、

い
。
ま
た
、
資
料
の
希
望
者
は
、
財
務
局

北
見
出
張
所
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.fsa.go.jp/policy/payoff/index.html

預
金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.dic.go.jp/

問
北
海
道
財
務
局
北
見
出
張
所

☎
０
１
５
７
‐
２
４
‐
４
１
６
７

　

９
月
８
日
㈪
～
10
日
㈬
14
時
ご
ろ
ま

で
、
脳
検
診
実
施
の
た
め
役
場
庁
舎
別
館

玄
関
前
に
検
診
車
両
が
駐
車
し
ま
す
。
通

路
が
大
変
狭
く
な
る
こ
と
に
加
え
、
受
診

者
が
検
診
車
両
か
ら
出
入
り
し
ま
す
の

で
、
車
で
お
越
し
の
際
に
は
十
分
な
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
保
健
福
祉
課
保
険
給
付
係

情報ひろば情報ひろば
「
雄
武
浄
化
セ
ン
タ
ー
」
一
般
開
放

９
月
24
日
～
30
日
は
結
核
予
防
週
間

症
状
が
な
く
て
も
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
せ
き
、
た
ん
な
ど
目
立
っ
た
症
状
が

あ
ら
わ
れ
に
く
い
の
が
、
高
齢
者
の
結
核

の
特
徴
で
す
。
食
欲
が
な
い
・
元
気
が
な

い
・
体
重
が
減
る
・
微
熱
な
ど
の
症
状
し

か
出
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃

か
ら
健
康
状
態
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

 ・ 

職
場
、
町
内
会
、
青
年
部
会
な
ど
の
地

域
の
団
体
の
依
頼
に
応
じ
て
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
関
す
る
講
話
を
し
て
い
ま

す
。
派
遣
に
か
か
る
費
用
は
無
料
で
す
。

 ・ 

保
健
師
や
専
門
医
が
、
こ
こ
ろ
の
健
康

に
心
配
の
あ
る
人
の
相
談
を
受
け
て
い

ま
す
。
本
人
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
関

係
者
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

問
紋
別
保
健
所
健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
３
１
０
８

雄
武
の
宝
「
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」

　
法
務
局
が
取
り
扱
う
登
記
、
戸
籍
・
国

籍
、
供
託
、
人
権
擁
護
業
務
な
ど
に
関
す

る
町
民
の
皆
さ
ま
の
疑
問
や
相
談
に
、
法

務
局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書
士

お
よ
び
土
地
家
屋
調
査
士
が
お
答
え
し
ま

す
。
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　
10
月
５
日
㈰　
10
時
～
15
時

場
所　
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局

　
　
　
紋
別
市
花
園
町
２
丁
目
２
番
４
号

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

問
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局
総
務
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
５
２
１

広
域
紋
別
病
院
精
神
科
巡
回
診
療

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、「
食
の
宝
庫　
雄

武
町
」
の
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
恒
例
の
特
産
品
料
理
や
販
売
、
サ
ケ
の

つ
か
み
取
り
の
ほ
か
、
今
年
は
「
雄
武
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

同
時
開
催
し
ま
す
。

日
時　
９
月
28
日
㈰　
９
時
～
13
時

場
所　
メ
モ
リ
ア
ル
広
場

そ
の
他　
雨
天
決
行

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
雄
武
町
観
光
協
会

脳
検
診
実
施
期
間
中
の
注
意

全
国
一
斉
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　
定
例
会
は
、
３・６・９
・
12
月
の
年
４

回
開
催
さ
れ
、
議
案
審
議
の
ほ
か
に
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
９
月
定
例

会
で
は
、
各
会
計
の
前
年
度
決
算
に
つ
い

て
も
審
議
さ
れ
ま
す
。

　
議
会
は
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

開
会　
９
月
９
日
㈫　
10
時
～

場
所　
役
場
庁
舎
３
階　
議
場

問
議
会
事
務
局

保
　
健

そ
の
他

催
　
し

　

全
国
で
自
殺
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
人

は
、
24
年
度
に
は
15
年
ぶ
り
に
３
万
人
を

下
回
る
結
果
と
な
り
、
25
年
度
も
前
年
に

続
き
減
少
し
、
国
全
体
の
取
り
組
み
に
よ

り
少
し
ず
つ
効
果
が
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た

人
と
比
較
し
て
約
６
倍
と
、
以
前
と
し
て

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
紋
別
保
健
所
管
内
に
お
い
て
も
、
平
成

10
年
頃
か
ら
増
加
し
、
毎
年
20
人
前
後
が

自
殺
で
亡
く
な
る
と
い
う
現
状
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
自
殺
の
原
因
の
多
く
は
「
う
つ
病
」
な

ど
、
こ
こ
ろ
の
病
気
が
関
係
し
て
お
り
、

「
う
つ
病
」
な
ど
の
早
期
発
見
・
治
療
に

９
月
10
日
～
16
日
は
自
殺
予
防
週
間

対
象
者　
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し
て
お
困

り
で
医
療
機
関
へ
の
通
院
が
困
難
な
人

診
療
日
程　
毎
月
第
３
水
曜
日　
14
時
～

10
月
15
日
、
11
月
19
日
、
12
月
17
日
、
27

年
１
月
21
日
、
２
月
18
日
、
３
月
18
日

診
療
場
所　
役
場
庁
舎
別
館
相
談
室

※ 

３
月
18
日
は
、
会
場
が
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
な
り
ま
す

予
約
方
法　
広
域
紋
別
病
院
へ
診
療
希
望

日
よ
り
事
前
に
予
約
が
必
要

予
約
受
付　
月
～
金　
14
時
～
17
時

持
参
す
る
物　
健
康
保
険
証
、
広
域
紋
別

病
院
診
察
券
、
自
立
支
援
医
療
（
精
神
通

院
医
療
）
の
受
給
者
証
お
よ
び
管
理
票
、

他
の
公
費
負
担
受
給
者
票

費
用
の
支
払
い　
診
療
費
は
後
日
自
宅
に

送
付
さ
れ
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
最
寄
り

の
金
融
機
関
ま
た
は
広
域
紋
別
病
院
会
計

窓
口
で
支
払
い
ま
す
。

問
広
域
紋
別
病
院

☎
０
１
５
８
‐
２
４
‐
３
１
１
１

９
月
議
会
定
例
会

預
金
保
険
制
度

　
預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機
関
が
預

金
保
険
料
を
預
金
保
険
機
構
に
支
払
い
、

金
融
機
関
が
破
綻
し
た
場
合
に
一
定
額
の

預
金
な
ど
を
保
護
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　
制
度
概
要
は
、
金
融
庁
ま
た
は
預
金
保

険
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

法
務
局
無
料
講
座
の
開
催

日
時　
10
月
５
日
㈰　
13
時
30
分
～
15
時

場
所　
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局

　
　
　
紋
別
市
花
園
町
２
丁
目
２
番
４
号

テ
ー
マ　
「
ま
る
っ
と
知
っ
得
情
報
～
相

続
登
記
手
続
き
方
法
説
明
し
ま
す
」

定
員　
20
人
（
応
募
順
で
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

問
旭
川
地
方
法
務
局
紋
別
支
局
総
務
係

☎
０
１
５
８
‐
２
３
‐
２
５
２
１
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無料法律相談会（事前予約制）☎ 0158-26-2277　　◎ 10 月 7 日㈫・11 月 4 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議◎ 10 月 7 日㈫・11 月 4 日㈫ 13 時～ 16 時　地域交流センター 2 階会議室室

雄武町図書館（雄武町栄町）雄武町図書館（雄武町栄町）
☎84－2404☎84－2404
10時～19時（火～金曜日）10時～19時（火～金曜日）
10時～18時（土・日曜日）10時～18時（土・日曜日）
休館日　月曜日・祝日休館日　月曜日・祝日
（火・日は12時～13時まで施錠）（火・日は12時～13時まで施錠）

図書館
情報

第６回「Be絵本大賞」受賞作品。
昔はトゲのなかったサボテン。
でも、いじわるなことをされて、
トゲがたくさん刺さってしまっ
た。泣くことさえも我慢してし
まう、けなげなサボテンのお話。

きもちのいい、朝です。ようち
えんに行く準備をしましょう。
でもプリキュアたちのおうち
は、ごちゃごちゃに、ちらかっ
ていて…？プリキュアと一緒に
学べるかわいい絵本！

今月の新着図書 Newly-imported books

タイで大の字（小栗左多里＆トニー・ラズロ）・
山菜 ･野草の食いしん坊図鑑（松本則行）・村岡
花子エッセイ集　曲り角のその先に（村岡花子）・
書かずにはいられない（北村薫）・出好き、ネコ
好き、私好き（林真理子）・女のいない男たち（村
上春樹）・王朝小遊記（諸田玲子）・バベル（福田
和代）・貘の檻（道尾秀介）・豆の上で眠る（湊か
なえ）・二千七百の夏と冬　上 ･下（荻原浩）・ビ
タースイートワルツ（小路幸也）・居眠り磐音江
戸双紙46弓張ノ月（佐伯泰英）・しなやかな日
本列島のつくりかた（藻谷浩介）・大晩年（永六輔）

がんばれルルロロシリーズ（あいはらひろゆき）・
ながねぎきょうだい（中川ひろたか）・うまれた
よ！シリーズ（小杉みのり）・かばくんとクレヨ
ン（コンドウアキ）・ボクのじてんしゃ（きむら
ゆういち）・いしをつんだ男（あきやまただし）・
ノラネコぐんだんきしゃぽっぽ（工藤ノリコ）・
イカになあれ（真珠まりこ）・はなかっぱとひの
かっぱ（あきやまただし）・おばけやさん３（お
かべりか）・きらめき12星座１～12（奥沢し
おり）・マジックアウト１～３（佐藤まどか）・たっ
くんのあさがお（西村友里）

新着図書（一般書）新着図書（一般書） 新着図書（児童書）新着図書（児童書）

　
ご
自
分
の
財
産
を
、
死
後
子
孫

に
残
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
が

人
情
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
財
産

を
巡
っ
て
争
い
に
な
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
で
す
。
そ
う
し
た
争
い
を

防
止
す
る
た
め
、
遺
言
書
を
残
し

て
お
く
こ
と
は
有
効
で
す
が
、
今

回
は
、
そ
の
遺
言
に
つ
い
て
の
お

話
で
す
。

　
遺
言
書
は
、
大
き
く
自
筆
証
書

遺
言
と
公
正
証
書
遺
言
と
に
分
か

れ
ま
す
。

　
自
筆
証
書
遺
言
と
は
、
文
字
通

り
自
分
で
書
い
た
遺
言
の
こ
と

で
、
遺
言
者
が
遺
言
書
の
内
容
の

全
文
、
日
付
、
氏
名
を
自
筆
で
書

き
、
こ
れ
に
押
印
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
作
成
す
る
遺
言
書
で
す
。

自
筆
証
書
遺
言
は
、
公
正
証
書
遺

言
と
異
な
り
、
公
証
人
に
依
頼
す

る
手
数
料
が
か
か
ら
ず
、
ま
た
証

人
の
立
会
い
も
必
要
な
く
、
手
軽

に
作
成
で
き
る
と
い
う
点
で
便
利

で
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
自

分
で
作
成
す
る
こ
と
か
ら
、
法
律

に
定
め
る
遺
言
の
方
式
を
間
違
え 　脇島　正　弁護士

る
と
無
効
に
な
っ
て
し
ま
う
危
険

が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
手
が

不
自
由
で
書
け
な
い
か
ら
と
他
人

が
代
筆
し
た
場
合
、
無
効
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
公
の
役

所
で
保
管
す
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
遺
言
書
を
偽
造
、
変
造
さ
れ

る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
公
正
証
書
遺
言
と
は
、

公
証
人
役
場
で
作
成
す
る
遺
言
で

す
。
公
正
証
書
遺
言
を
作
成
す
る

た
め
に
は
、
証
人
２
人
が
必
要
で
、

ま
た
公
証
人
に
作
成
手
数
料
を
支

払
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
法
律

の
専
門
家
の
公
証
人
が
作
成
す

る
た
め
、
遺
言
方
式
を
間
違
え
る

心
配
も
な
く
、
ま
た
遺
言
書
が
公

証
人
役
場
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
偽
造
、
変
造
の
お
そ
れ
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
で
は
、
被
相
続
人
が
お
亡
く
な

り
に
な
り
、
そ
の
方
の
遺
言
書
を

発
見
し
た
場
合
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

相
続
人
を
集
め
、
弁
護
士
が

や
っ
て
き
て
、
皆
の
前
で
封
を
開

け
る
、
と
い
う
の
は
テ
レ
ビ
で
の

話
で
、
実
際
に
は
、
裁
判
所
に
検

認
の
手
続
き
を
申
し
立
て
、
裁
判

所
で
開
封
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
検
認
の
手
続
き
を
怠
っ
た
場

合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【 第 29 回 】ななるるほほどど !!くらしの法律相談
泣けないサボテン

なす　かつら／文
KINA／絵

はじめてのプリキュアえほん　おかたづけはじめてのプリキュアえほん　おかたづけ
東堂いづみ /原作　摘木葉枝芽 /文東堂いづみ /原作　摘木葉枝芽 /文
にあ・れい＆ひろ・かねこ /絵にあ・れい＆ひろ・かねこ /絵

今月のおすすめ情報 Recommended information of this month

保存期間を過ぎた雑誌や本、２000冊以上を無料で提供いたし
ます。冊数制限はありません。お早めにどうぞ！

場所　雄武町図書館
期間　９月３０日（火）まで

読書強調月間事業「リサイクルブックフェア」開催中

地域包括支援センター（庁舎別館）
☎ 84 － 4495
電話相談は 24 時間受け付けしています

地域包括
支援センター
　　だより

　投資、貴金属、法外な価格を提示するよ
うな訪問販売など、ことば巧みに話を持ち
かけ資金をだましとるトラブルを耳にする
ことはありませんか。
　このようなトラブルに巻き込まれること
や適切にお金を使うことが困難になってく
ると、老後の経済・生活基盤に大きく影響

を及ぼす可能
性があります。

　お金の管理に不安のある方、先々の老後に
不安のある方を支援する事業や制度に、日常
生活自立支援事業や成年後見制度がありま
す。これらの事業や制度は、日常の生活上の
消費契約や各種行政手続き、預貯金などの金
銭管理のお手伝いをするものです。
　事業や制度の活用希望やご相談がございま
したら下記までご連絡ください。

高齢者の権利を守りましょう！
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「
大
学
生
の
と
き
に
熱
応

用
設
計
室
に
所
属

し
、
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
競
技
用
ソ
リ
の

開
発
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
昔
か

ら
機
械
を
触
る
の
が
好
き
で
、
そ
の

延
長
線
上
に
今
の
仕
事
が
あ
る
ん
で

す
」。
札
幌
市
出
身
。
北
海
道
工
業

大
学
工
学
部
在
籍
時
に
機
械
設
計
技

術
者
の
資
格
を
取
得
。
冬
季
五
輪
種

目
で
あ
る
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
研
究
を
す

る
傍
ら
、
全
日
本
学
生
リ
ュ
ー
ジ
ュ

選
手
権
大
会
に
は
選
手
と
し
て
自
ら

製
作
し
た
ソ
リ
を
掲
げ
て
3
位
に
入

賞
。
現
役
時
代
は
「
自
分
で
や
っ
て

み
な
い
と
物
は
作
れ
な
い
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、氷
上
を
駆
け
抜
け
て
い
た
。

　
平
成
24
年
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て

生
き
る
こ
と
を
決
意
し
、
現
在
の
会

社
に
就
職
。
昨
年
、
千
歳
営
業
所
か

ら
赴
任
し
、
現
在
は
主
に
酪
農
機
器

の
保
守
点
検
な
ど
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

務
を
担
当
し
て
い
る
。「
雄
武
町
に

「
ど
ん
な
機
械
で
も

　

直
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

デラバル株式会社雄武営業所

 佐
さ と う

藤　誠
まこと

 さん
（新町）

来
て
か
ら
現
場
で
の
仕
事
が
増
え
、

お
客
さ
ま
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
農
家
さ
ん

と
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
形
を
探
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
実
態
に
即
し
た
自
動

搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
稼
働
を
図
る
た

め
、
お
客
さ
ま
が
蓄
積
さ
れ
た
稼
働

状
況
デ
ー
タ
を
基
に
今
後
の
効
率
的

な
使
用
法
を
提
供
し
て
い
ま
す
」。

　
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
今
は
先

輩
に
相
談
し
な
が
ら
機
械
の
修
理
に

あ
た
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
将

来
的
に
は
自
分
で
ど
ん
な
機
械
で
も

直
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
も
っ
と

現
場
で
の
経
験
を
積
ん
で
一
生
を
か

け
て
勉
強
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

昭
和

26
年
7
月
16
日
、

宵
祭
り
の
晩
。

屯
田
兵
で
あ
る
厳
格
な
父
に
連

れ
ら
れ
、
湧
別
町
か
ら
裸
一
貫

で
こ
の
地
を
訪
れ
た
。
今
で
こ

そ
市
街
地
区
と
し
て
栄
え
る
大

通
り
商
店
街
で
は
あ
る
が
、
当

時
は
殺
伐
と
し
た
更
地
が
広

が
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
中

に
ポ
ツ
ン
と
た
た
ず
む
「
田
原

金
物
店
」
で
、
商
人
と
し
て
の

第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。「
先
代

の
田
原
の
お
や
じ
か
ら
『
人
を

頼
る
な
』と
よ
く
怒
ら
れ
た
よ
。

先
代
は
厳
し
い
人
で
ね
。
怒
ら

れ
な
が
ら
知
識
を
覚
え
て
い
っ

た
。
で
も
自
分
で
苦
労
し
て
覚

え
た
知
識
は
絶
対
に
忘
れ
な
い

ん
だ
。
辛
抱
す
る
人
生
だ
っ
た

け
ど
、
今
で
は
先
代
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」。

　
昭
和
58
年
、
社
長
の
座

を
譲
ら
れ
、
田
原
金
物
店

は
『
茂
手
木
金
物
店
』
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
29
年
。「
商
売

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
。
高
齢
化
や

後
継
者
の
問
題
、
何
よ
り

も
大
型
店
舗
の
進
出
に
太

刀
打
ち
で
き
な
か
っ
た
」。

「カラフル団地」

「森の遊びごや」

本
年
3
月
、
繁
栄
を
誇
っ
た
茂
手
木

金
物
店
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
閉
店

し
た
。
変
わ
り
ゆ
く
商
店
街
の
姿
に

は
か
な
さ
を
感
じ
な
が
ら
、「
田
舎

の
商
人
と
し
て
筋
を
通
し
、
人
情
を

大
切
に
商
売
し
て
き
ま
し
た
」
と
真

剣
に
語
る
姿
は
商
人
の
鏡
そ
の
も

の
。「
お
店
が
閉
店
し
た
の
は
寂
し

い
け
ど
、『
毎
度
さ
ん
』
っ
て
気
軽

に
声
を
掛
け
合
え
る
お
客
さ
ま
と
の

信
頼
関
係
は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら

ず
大
事
に
し
て
い
き
た
い
」。
不
屈

の
商
人
魂
を
見
せ
て
く
れ
た
。

Flesh Talk
フレッシュトーク

Kids
わんぱくキッズ（若草保育所）～おおきくなったら～

Motto
座右の銘　～常に心に留め、励ましや戒める言葉～

Art Museum
小さな美術館　～雄武小学校～

　茂
も て ぎ

手木　豊
と よ じ

治 さん（幸町）

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

みんなのひろば

櫨山　栞さん（3 年）

小林大也くん（3 年）
五十嵐美羽さん（5 年）

「お子様そば」

かとう
ゆうすけ くん

いけだ
まなと くん

警
察
官

ア
イ
カ
ツ
の
神
崎
美
月

きむら
なぎさ ちゃん

警
察
官

坂元拓斗くん（5 年）「夜のパレード」
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1日月 前期末考査（～4日木）
4日木 防災避難訓練
11日木 生徒会役員選挙
22日月 小高交流会
24日水 校内駅伝大会
26日金 終業式
29日月 学期間休業（～30日火）

第 210 回

雄高 FILE 校訓「風に立て」

◉体育祭大成功

　8月 24日㈰、体育祭が行われました。生徒
会執行部は､ 学校祭と同じように生徒自身が作
り上げる体育祭を目指し、人数が限りある中で
盛り上がるような競技を取り入れました。結果
は、3年生が総合優勝しましたが、１年生が総
合２位となるなど健闘が光りました。そして、
勝敗以上の達成感やチームワークが高まりまし
た。日曜日にもかかわらず多くの保護者の方に
もご来校いただき、ご参加いただいたミニバ
レーも和気あいあいとした中で終了しました。

◉陸上競技部ボランティア

　陸上競技部 10名は、雄武
町東浜で普段砂浜練習をし
ている海浜清掃を行いまし
た。3時間かけて海岸のさま
ざまな漂流物やビン・ペッ
トボトルなどビニール袋 7
袋分のゴミを拾いました。

9月3日水 ♡仲良し親子教室　10；00～
5日金 ♡仲良し親子教室　10：30～
7日日 特定健診等健康診査（幌内歴史と生活の家）7：30～

☆こどもまつり　9：45～
8日月 ♡仲良し親子教室　10：00～
9日火 ♡子育て応援講演会　19：00～
10日水 ♡仲良し親子教室　10：00～
11日木 ♡はじめてのお誕生会　10：00～

☆一輪車検定　16：00～
12日金 仲良し親子教室（宮の森公園）10：00～
13日土 ☆一輪車検定　10：00～

☆けん玉検定　14：00～
16日火 ♣運動教室　14：00～、18：30～
17日水 ☆仲良し親子教室　10：00～
18日木 ♡乳児健康相談　9：00～
19日金 ♡仲良し親子教室　10：30～
20日土 移動児童館（幌内歴史と生活の家）10：00～

☆サッカー教室　14：00～
22日月 ♡仲良し親子教室　10：00～
24日水 ♡仲良し親子教室　10：00～
25日木 ♡読み聞かせフムフムの会　10：30～

◉乳幼児健康診査　12：30～
☆けん玉検定　16：00～

26日金 ☆仲良し親子教室　10：00～
27日土 ☆卓球教室　14：00～

オムリンピック（スポーツセンター）8：30～
29日月 ♡仲良し親子教室　10：00～

10月1日水 ♡仲良し親子教室　10：00～
2日木 ☆2歳児健康相談　9：00～

開
催
場
所　

◉
役
場
　
♣
町
民
セ
ン
タ
ー　

♡
若
草
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
　
☆
児
童
セ
ン
タ
ー
　
♠
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内 科
（ 服 部 医 師 ）

毎週月～水曜日の診療となりますが、15 日㈪、
23 日㈫は祝日のため休診となります。

内　　　　科
（ 高 井 医 師 ） 毎週木・金曜日の診療となります。

外科・消化器科
（ 花 田 医 師 ） 不在の予定はありません。

整 形 外 科
（ 片 岡 医 師 ） 16 日㈫、17 日㈬は終日不在となります。

小 児 科
毎週月曜日が 1 日診療、金曜日が午後のみ診
療となりますが、15 日㈪は祝日のため 16 日
㈫が 1 日診療となります。

耳 鼻 咽 喉 科 18日㈭の14時～17時までの診療となります。

　イベントカレンダー

　国保病院情報（小児科と耳鼻咽喉科は、日程が
急きょ変更する場合があります。）

☆こんにちは赤ちゃん（出生）
　谷

たにやま

山　　陽
はる

（哲也・望／男／末広町 2 区）

　髙
た か の

野　司
か ず ま

馬（元気・知美／男／北幌内）

　磯
い そ だ

田　旦
あ さ ひ

陽（昭次・麻美／男／新日の出町）

　龍
りゅうの

野里
り お な

音奈（昇平・麻友里／女／東浜町）

♡末永くお幸せに（婚姻）
　是川　千歳（北幌内）・髙見千恵子（緑町）
　小松原達也（新沢木）・鐵川　愛理（末広町 2 区）
　嶋　　　務（栄　丘）・名達さやか（札幌市）
　亀田　健斗（新沢木）・土田　笑子（曙）

◉お悔やみ申し上げます（死亡）
　　土田　洋子　　72 歳（栄町）
　重清　ハル　　98 歳（幸町）
　川目まさ子　　78 歳（魚田）

　☞ 社会保険事務相談（事前予約制）☎ 0157-33-6007

　☞ 自動車運転免許更新時講習

 9 月 18 日 ㈭　雄武町民センター
 優良運転者講習　12：30 ～ 13：00
 違反運転者講習　13：20 ～ 15：20
 ※事前に更新手続きが必要となります

　☞ 人口と世帯数（8 月 31 日現在）※住民基本台帳人口

　☞ 戸籍の窓口（8 月 1 日～ 8 月 31 日届け出分）※敬称略

　☞ 寄付（7 月 26 日～ 8 月 25 日受付分）　※敬称略

◎香典返しを廃して金一封（社会福祉協議会へ）
　中島　英明（共栄）
　蝦名　敏文（潮見町）

◎雄武町ふるさと応援寄付金
　南野　哲夫（大阪市城東区）

9 月 25 日 ㈭ 9：00 ～ 15：00
  会場　紋別市民会館

　☞ 役所への苦情、意見、相談　☎ 84-3402

行政相談所　　9 月 9 日㈫ 13：30 ～ 15：30
役場１階　　　町民ホール
行政相談委員　近江谷　春夫（末広町 2 区）

　☞ 名寄労働基準監督署紋別分室（労働条件に関する相談、労災加入）

9 月 29 日 ㈪　13：00 ～ 17：15
会場　紋別市港湾合同庁舎内

人　口 4,789 人（前月比 22 人減/ 前年比 93 人減）
男 2,282 人（前月比 7 人減/ 前年比 37 人減）
女 2,507 人（前月比 15 人減/ 前年比 56 人減）

世帯数 2,310 戸（前月比 16 戸減/ 前年比 28 戸減）

❖編集後記

Editor's note

◉吹奏楽コンクール銀賞

　8月 2日㈯、本校吹奏楽部は北見市民会館で行
われた北海道吹奏楽コンクール北見支部大会におい
て、高橋伸哉氏による委嘱作品「ノーザンパレット」
を初演演奏し銀賞を受賞しました。演奏では、9名
のアンサンブルのために書かれたオホーツクの青い
空と海を表した、さわやかで温かい曲想を見事に
表現しました。また、夏休み中も練習に励み、8月
27日㈬に行われた高文連音楽発表大会に出場しま
した。10月 13 日㈰には、町民センターで定期演
奏会が行われます。

◉高体連新人戦大会結果

　陸上競技部（網走市　8月 21日～ 23日）
　～全道大会出場～　
　・男子走り幅跳び　　２位　大水　雅也
　・男子三段跳び　　　５位　大水　雅也
　・女子砲丸投げ　　　４位　古川　聡美
　・女子 400mハードル　４位　中村　　暢
　・女子 800m　　　　５位　工藤　愛梨

OUMU High School
９
月
の
行
事
予
定

　☞ 今月の町税の納期

固定資産税（第 3 期）国民健康保険税（第 3 期）
口座振替日：9 月 29 日㈪

◎診療時間　8：30 ～ 12：00（受付 11：30 まで） 13：30 ～ 17：15（受付 16：15 まで）

▼ 8 月 24 日、朝方から降り続いた
大雨により、河川の氾濫などに伴う
道路の冠水や損傷などの被害が発生
しました。「災害は忘れたころにやっ
てくる」。防災対策も去ることなが
ら、忘災としてはいけないと強く感
じました。（櫨山）

▼今月号から、2 号連続で「先駆者
タチノ記憶」という特集を掲載しま
す。今回は戦前から戦後まで、次回
は現在の農業が抱える諸問題につい
て掲載予定です。（落合）

375 便　羽田発　10：40　→　紋別着　12：25
376 便　紋別発　13：05　→　羽田着　14：55

オホーツク紋別空港ダイヤ（9 月）

お得な料金プラン
旅割 75 15,500 円～
旅割 60 15,100 円～
旅割 45 15,700 円～
旅割 28 17,800 円～

シニア空割 13,300 円～
スカイメイト 24,550 円　
※�羽田空港施設利用料金 290円（小
児 140円）が別途加算されます。

無料空港送迎バス時刻表
紋別バスターミナル発 12：05
紋別空港着 12：22
紋別空港発 12：40
紋別バスターミナル着 12：57
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　雄武町民わたしたちは、オホーツクのきびしい
自然を生かし、父祖・先人の労苦を感謝しながら、
郷土愛にみちた町づくりと、ひとりひとりのしあわ
せのため、　― すこやかに、なごやかに、まめやか
に ―　励まし合い、希望と自信をもって、生きが
いある生活につとめ、たしかな未来につながる信条
をかかげて、朝夕守りとおすことを誓い合います。

雄 武 町 民 憲 章 （ 町民の誓い ）
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一、自然を生かし、住みよい環境をつくります。
一、きまりを守り、明るい社会を作ります。
一、ともに助け合い、楽しい職場をつくります。
一、元気に働き、豊かな家庭をつくります。
一、希望に生き、たくましい雄武町民となります。

　　　　　　　　　　 昭和 46 年 3 月 19 日制定

小
学
１
年
生
の
と
き
か
ら
、
夏
休
み
や
冬
休
み
の
間
は

風
連
に
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
で
酪
農
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

す
ご
く
大
変
だ
け
ど
、
か
わ
い
い
子
牛
に
ミ
ル
ク
を
あ
げ
た
り
、
搾
乳
器
を
つ
け
た
り
す
る
の
が
面

白
い
し
大
好
き
で
す
。
去
年
の
夏
休
み
に
は
、
牛
の
餌
や
草
の
種
類
を
た
く
さ
ん
調
べ
て
酪
農
体
験

の
自
由
研
究
を
作
り
ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
て
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
仕
事
を
手
伝

い
な
が
ら
、
牛
の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
立
派
な
酪
農
家
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

立
派
な
酪
農
家
を
目
指
し
た
い


